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日
田
市
源
栄
町
皿
山
に
あ
る
小
鹿
田
焼
の

里
。
そ
こ
で
は
現
在
９
件
の
窯
元
が
約
３
０
０

年
前
か
ら
脈
々
と
や
き
も
の
を
作
り
続
け
て
い

ま
す
。

　
小
鹿
田
焼
で
は
、
皿
山
で
と
れ
た
土
だ
け
で

や
き
も
の
を
作
る
、
伝
統
的
な
作
陶
を
続
け
て

い
ま
す
。
掘
り
出
し
た
原
土
を
、
川
の
流
れ
を

利
用
し
た
唐
臼
で
挽
き
、
こ
し
た
り
乾
か
し
た

り
練
っ
た
り
、
多
く
の
時
間
と
作
業
工
程
を
経

て
作
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
小
鹿
田
焼
は
自
立
自
助
を
当
然
の
こ

と
と
し
て
お
り
、
そ
の
特
性
は
地
域
の
特
産
品

と
し
て
次
第
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
小
鹿
田
焼
が
そ
の
存
在
を
世
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
古
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▲小鹿田焼の里

▲バーナード・リーチ作

小
鹿
田
焼
の
歴
史

　
　
小
鹿
田
焼
は
、
江
戸
時
代
中
頃
に
小
石
原

焼
（
現
在
の
福
岡
県
東
峰
村
）
の
陶
工
・
柳

瀬
三
右
衛
門
ら
に
よ
っ
て
、
開
窯
さ
れ
た
李

朝
系
の
民
陶
で
す
。
開
窯
後
に
は
、
代
官
か

ら
許
可
を
受
け
て
お
り
約
３
０
０
年
の
歴
史
を

持
ち
ま
す
。

　
　
大
正
末
か
ら
昭
和
の
初
め
に
は
、
技
法
面

で
の
転
換
期
を
迎
え
、
「
飛
び
鉋
」
「
刷
毛

目
」
と
い
っ
た
現
在
も
用
い
ら
れ
て
い
る
手

法
を
開
発
し
ま
し
た
。
昭
和
に
入
り
民
芸
運

動
の
創
始
者
柳
宗
悦
に
称
賛
さ
れ
、
戦
後
に

は
英
国
人
陶
芸
家
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
の

来
窯
な
ど
、
昭
和
30
年
〜
40
年
代
の
民
芸

（
民
陶
）
ブ
ー
ム
と
共
に
次
第
に
そ
の
名
が

世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
小
鹿
田
焼
の
シ
ン
ボ
ル
に
「
唐
臼
」
と
呼

ば
れ
る
陶
土
を
粉
砕
す
る
一
種
の
水
車
が
あ

り
ま
す
。
小
野
川
の
支
流
で
あ
る
大
浦
川
の

水
を
利
用
し
た
も
の
で
、
里
に
響
く
唐
臼
の

音
は
小
鹿
田
焼
の
伝
統
の
重
み
さ
え
感
じ
さ

せ
、
平
成
８
年
に
は
環
境
庁
（
当
時
）

の
「
残
し
た
い
日
本
の
音
風
景
１
０
０
選
」

に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
小
鹿
田
焼
は
日
常
の
暮
ら
し
の
器
、
つ
ま

り
実
用
の
生
活
雑
器
で
す
。
実
用
で
あ
る
以

上
、
使
い
勝
手
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
価
格

が
適
正
な
こ
と
も
基
本
的
な
必
要
条
件
で
す

が
、
身
近
な
暮
ら
し
の
道
具
と
し
て
の
楽
し

さ
や
愛
着
を
抱
か
せ
る
要
素
も
求
め
ら
れ
ま

す
。
小
鹿
田
焼
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
全
て
を

満
足
さ
せ
る
や
き
も
の
の
里
と
し
て
、
柳
宗

悦
に
称
揚
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
基
本
姿
勢
を

崩
さ
ず
に
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

小鹿田焼陶芸館
小鹿田焼陶芸館は、国指定重要無形文化財「小鹿田焼」の伝
承を目的とし、多くの来訪者に「より深く小鹿田焼を知って
もらうための施設」として充実した展示内容となっています。

▼開館時間　午前９時～午後５時

▼休 館 日　水曜日、年末年始

▼入 館 料　無料

▼住　　所　日田市源栄町１３８‐１

▼問合せ先　日田市立小鹿田焼陶芸館
　　　　　　☎　㉙２０２０
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小石原陶工・柳瀬三右衛門らによって開基「皿山開基覚書　宝永二年酉九月二十五日」
の古文書が残る　※近年では、享保年間（1716～1735）開窯とする見解がある。
柳宗悦来窯　その後「日田の皿山」出版（1942）
バーナード・リーチ、柳宗悦、濱田庄司、河井寛次郎来窯　リーチは３週間滞在
この頃から小鹿田焼が知られるようになる
大分県無形文化財指定
民陶祭が始まる
文化庁「記録作成等の措置を講ずべき無形の文化財」に選択　市立小鹿田焼陶芸館建設
国の「重要無形文化財」に指定　あわせて技術の保持団体として「小鹿田焼技術保存会」認定
「小鹿田皿山の唐臼」が「残したい日本の音風景100選」に選定
皿山・池ノ鶴地区が、国の重要文化的景観「小鹿田焼の里」に選定
「小鹿田焼」を特許庁の「地域団体商標」へ登録
市立小鹿田焼陶芸館建替え

西暦 小鹿田焼系譜

か
い
よ
う

も
と
え

が
ん
な

む
ね
よ
し

め

は

け

さ
ん
え
も
ん
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受け継がれる技と心
１特集　一子相伝が窯元の掟

問文化財保護課文化財管理係☎㉔７１７１（市役所別館２階）

　約300年の歴史を誇る小鹿田焼。平成７年５月に国の「重要無形文化財」に指定されました。その伝統
は、父を師として仰ぎその背をみて学ぶ子が、技を磨いて跡を継ぐのが代々のしきたりとなっています。
　今号では、小鹿田焼の歴史と文化がどのように語り継がれてきたのか。また、その伝統をつなぐ人たちを
紹介します。

▲小鹿田の唐臼
からうす
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機
械
を
使
わ
な
い

　
機
械
を
使
わ
ず
に
、
川
の
流
れ
を
動
力
に
し

た
唐
臼
、
足
で
回
す
蹴
ろ
く
ろ
、
薪
を
使
っ

た
登
り
窯
で
小
鹿
田
焼
は
作
ら
れ
ま
す
。

手
作
り
の
道
具

　
成
形
用
の
ヘ
ラ
・
コ
テ
・
叩
き
板
、
装
飾
用

の
鉋
、
櫛
な
ど
工
程
に
必
要
な
道
具
は
、
使

い
手
に
合
わ
せ
て
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

小鹿田焼ができるまで
自然の力と人の手が生み出す小鹿田焼、工程一つひとつに独自の工夫があります。

原土の採取
陶土の原料となる土は、集落
近郊で採取します。

原土の乾燥
乾燥させ、木槌でこぶし大く
らいに砕きます。

唐臼による原土の粉砕
さらに水力を利用した唐臼で
原土を粉砕します。20～30
日かけて粒子状にします。

水簸
粒子状にした原土は水を加え
カワボウで撹拌します。でき
た泥水はふるいで何回もこし
ます。

水抜き
濃縮した泥水を「オロ」と呼
ばれる「ろ過槽」で水抜きし
ます。さらに、天日や窯の上
で乾燥させると陶土になりま
す。

成形
成形は、ろくろを使って行い
ます。作品の大きさ等によっ
て「引きづくり」「玉づく
り」「紐づくり」の３つの手
法を使います。

乾燥
成形が終わった大小の器はサ
ライタに乗せ「ツボ」（前
庭）で天日干しします。

登り窯による焼成
窯を暖めるために使う薪は古
材を使い、焼成に使う薪は主
にスギを使います。火を入れ
ると約30時間（共同窯は約55
時間）夜通し焚き続けます。

窯出し
焼成後２～３日間徐冷し、窯
から器を取り出し、器の状態
を確認します。

小
鹿
田
焼
の
特
徴

絵
を
描
か
な
い

　
刷
毛
目
、
飛
び
鉋
、
指
描
き
な
ど
の
独
特
な
文

様
、
釉
薬
の
か
け
模
様
な
ど
、
手
業
な
ら
で
は

の
素
朴
な
味
わ
い
が
小
鹿
田
焼
の
特
徴
で
す
。

窯
元
の
名
を
入
れ
な
い

　
作
品
に
は
窯
元
名
は
入
れ
ま
せ
ん
。
小
鹿
田

焼
は
窯
元
全
員
で
作
品
作
り
を
行
う
地
域
ブ

ラ
ン
ド
で
す
。

すいひ

ゆ
う
や
く

多彩な陶器が所狭しと並ぶ２日間

民陶祭

小鹿田焼の全ての窯元が開放され、焼き上げられた陶器が
各軒先に所狭しと並び、毎年数多くの陶芸愛好家が訪れる
年に一度の祭りです。

10月

第２土・日曜日

装飾
伝統的な装飾として「飛び
鉋」「刷毛目」「指描き」
「櫛描き」などがあります。
ろくろを回転させながら装飾
を施します。
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小
鹿
田
焼
陶
工
に
な
る
と
決
め
た

き
っ
か
け

　
24
歳
の
頃
、
柳
瀬
家
の
婿
養
子
と
し
て
小
鹿

田
焼
の
道
を
歩
み
始
め
、
ち
ょ
う
ど
24
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
先
代
（
故
柳
瀬
朝
夫
氏
）

か
ら
小
鹿
田
焼
に
つ
い
て
学
び
、
初
め
は
見

様
見
真
似
で
器
を
作
る
日
々
で
、
独
り
立
ち

に
は
10
年
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。

　
修
行
の
日
々
は
、
特
に
き
つ
か
っ
た
と
い
う

記
憶
も
な
く
、
先
代
に
は
自
由
に
さ
せ
て
も

ら
っ
て
た
な
と
思
い
ま
す
。

１
年
で
作
る
器
の
数

　
基
本
的
に
は
、
民
陶
祭
に
向
け
て
作
っ
て
い

る
の
で
数
え
た
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
万
は

超
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ろ
く
ろ
で
成
形

す
る
器
は
、
小
さ
な
も
の
で
数
分
、
大
き
な

も
の
で
も
30
分
く
ら
い
で
出
来
上
が
り
ま
す
。

１
番
大
変
な
火
入
れ
作
業

　
う
ち
は
共
同
窯
を
使
っ
て
お
り
、
器
を
窯
ま

で
運
び
ま
す
。
窯
は
８
袋
（
焼
成
室
）
の
構

造
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
最
下
部
の
焚
口

か
ら
順
次
炊
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。
１
番
目

の
袋
が
約
１
２
５
０
度
に
到
達
後
、
２
番
目

か
ら
８
番
目
の
袋
ま
で
焚
き
上
げ
ま
す
。
焼

成
の
所
要
時
間
は
約
55
時
間
で
、
最
後
の
袋

ま
で
焚
き
終
え
た
窯
は
赤
土
で
密
封
し
ま

無心で作る

この仕事を継いで良かった

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

柳瀬窯６代目　柳瀬裕之氏

す
。
焼
成
後
の
窯
出
し
は
器
の
状
態
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
期
待
と
不
安
の
日
に
な
り

ま
す
。

先
代
の
思
い
を
受
け
継
ぐ

　
先
代
は
時
間
が
あ
れ
ば
仕
事
を
す
る
、
仕
事

一
筋
の
人
で
し
た
。
も
と
も
と
モ
ノ
作
り
が

好
き
だ
っ
た
私
は
、
こ
の
仕
事
を
継
ぐ
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
先
代
と
は
違
い
、
仕
事
一
筋
と
ま
で
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
器
を
無
心
で

作
っ
て
い
る
と
き
、
先
代
の
思
い
を
受
け
継

い
で
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
小
鹿
田
焼

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
お
客
さ
ん
も
少
な
く
、
民
陶
祭
も
開
催

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
早
く
終
息
す
る
こ
と

を
願
い
、
終
息
後
は
小
鹿
田
焼
の
フ
ァ
ン
に

帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
に

器
を
手
に
取
り
、
自
分
の
お
気
に
入
り
の
一

品
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　
ま
た
市
内
に
も
、
ま
だ
小
鹿
田
焼
の
こ
と
を

あ
ま
り
知
ら
な
い
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
是
非
、
唐
臼
の
音
が
響
き
渡
る
自
然
の

中
で
、
器
を
作
る
姿
を
見
て
も
ら
い
、
も
っ

と
小
鹿
田
焼
を
知
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。　
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ＤＶ、ストーカーなど

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは
配偶者やパートナーなど、親しい関係にある人から振
るわれる暴力を意味します。その被害は身体だけでな
く、心にも大きな影響を及ぼします。

配偶者暴力相談支援センター
婦人相談所
☎０９７-５４４-３９００
（平日）午前９時～午後９時
（土・日曜日、祝日）午後１時～５時、６時～９時

アイネス（女性総合相談）
☎０９７-５３４-８８７４
女性の悩みや問題に対する助言・情報提供
（平日）午前９時～午後４時30分
※祝日、年末年始を除く。

警察安全相談
大分県警察本部広報課
☎０９７-５３４-９１１０／０９７-５３７-４１０７
（平日）午前９時～午後５時45分
日田警察署生活安全課
☎㉓２１３１
（平日）午前９時～午後５時45分

大分労働局雇用均等室
☎０９７-５３２-４０２５
（平日）午前８時30分～午後５時15分

女性の人権ホットライン
大分地方法務局
☎０５７０-０７０-８１０
（平日）午前８時30分～午後５時15分
【強化期間】11月12日㈭～18日㈬
月～金曜日　午前８時30分～午後７時
土・日曜日　午前10時～午後５時

アイネス（男性総合相談）
☎０９７-５３４-８６１４
（平日）午前９時～午後４時30分
※祝日、年末年始を除く。
※男性相談員が応じます。

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）

　暴力を受けることは、「我慢すること」でも「恥ずかしいこと」でもありません。
　下記の相談所にご相談ください。また、ＤＶで困っている人が周りにいたら紹介してください。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。

身体を傷つける
　殴る、蹴る、物を投げつける、髪を引っ張る、引きずり
回すなど
心を傷つける
　大声で怒鳴る、無視する、生活費を渡さないなど
性的に傷つける
　見たくないのにポルノ雑誌を見せる、中絶を強要する、
避妊に協力しないなど

パープルリボン運動は、1994年にアメリカで
始まった女性に対する暴力根絶の運動です。
今では世界各国で、パープルリボンをシンボ
ルとする運動が展開されています。

知っていますか？
パープルリボン運動

11月12日～25日までは
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

ＤＶＤＶで悩んでいませんか？

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス） 職場でのセクハラ・性別による差別的扱い

女性の人権問題全般

男性の人権問題全般

このリボンには、
「あなたは一人ではないよ」
というメッセージが込められています。
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　国民健康保険制度や後期高齢者医療制度では、加入者が病院にかかったときの医療
費を負担するほか、様々な給付サービスがあります。これらのサービスを受けるため
には、世帯主や病院にかかった人からの申請が必要です。届出に必要な書類は下記に
備え付けています。該当する場合は、早めに手続きを行ってください。

■高額療養費の支給
１か月に支払った医療費の自己負担額が高額になった
場合、申請して認められると、自己負担限度額を超え
た金額が高額療養費として支給されます。
※国民健康保険制度や後期高齢者医療制度の加入者の年齢等
によって、限度額や計算方法等が異なります。

■はり、きゅう、マッサージの施術料
市の指定した施術所で、はり、きゅう等の治療を受け
た場合、施術料の一部（１日１回900円、月５回が限
度）を補助します。なお、加入者は補助額を差し引い
た額を施術所で負担することになります。
※指定施術所は上記にお問い合わせください。

■コルセット等の治療用装具代
医師が必要と認めた治療用装具の代金は、全額を支払っ
た後で自己負担額を超えた金額の払戻しを受けること
ができます。

■出産育児一時金
国民健康保険加入者が妊娠12週以上で出産（死産・流
産を含む）した場合、出産育児一時金が支給されます。

■葬祭費
国民健康保険制度や後期高齢者医療制度の加入者が亡
くなったときは、喪主に葬祭費が支給されます。

■インフルエンザ予防接種
国民健康保険被保険者（65歳未満）が、インフルエン
ザ予防接種に係る費用を医療機関に支払った場合、
1,000円（１人１年度に１回まで)を助成します。
※接種期間は10月から翌年１月末までです。
※申請の受付は翌年度４月末までとなります。

■一部負担金の減免・徴収猶予
震災、風水害、火災等の災害によって重大な損害を受
けたり、事業又は業務の休廃止、失業等によって収入
が著しく減少したときは、本人からの申請で医療機関
の窓口で支払う一部負担金の減免を一定期間受けるこ
とができます(収入額には基準があります）。

問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）

国民健康保険・後期高齢者医療制度の各種サービス

▲

国民健康保険制度の場合
保険証、印鑑、世帯主名義の通帳、個人番号が分か
るもの、その他の指定する書類▲

後期高齢者医療制度の場合
　保険証、印鑑、本人名義の通帳、個人番号が分かる
もの、その他の指定する書類

※医療機関等への支払いや出生・死亡の翌日から２年を過
ぎると、申請及び請求ができませんのでご注意くださ
い。（インフルエンザ予防接種助成金の申請は接種した
翌年度４月末までの受付です）

申請に必要なもの
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●市有地を売却します

●第45回日田市消費生活展

問商工労政課商業・消費生活係☎㉒８２３９（市役所３階）

▼現地説明会　開催日時は市ホームページで確認してく
ださい。また、11月13日㈮午後5時までに下記に電話
で連絡をお願いします。

※連絡がない場合は、現地説明会は行いません。
▼入札日・入札会場

　11月25日㈬：市役所２階　201会議室
　11月26日㈭：市役所４階　401会議室
※入札には、入札保証金（入札金額の100分の５以上）が必要
です。
※詳細は市ホームページ又は右記二次元
　コードをご覧ください。

　「プラスチックごみ問題」をテーマに、プラスチックによる海洋汚染問
題、ごみの分別、消費者団体の活動報告、消費者被害情報、消費生活相談
情報の紹介を行う消費生活展を開催します。

▼とき　　11月10日㈫～12日㈭　午前９時～午後４時

▼ところ　市役所１階　ロビー

※日本図書コードの分類コードが「Ｃ87」から始まる絵本が対
象に加わります。
※対象の絵本についてはクーポン対象書店（明屋書店日田店☎㉗
５３３５・ブックスプラザひぐち☎㉓６１８１）にお問い合
わせください。

　おおいた子育てほっとクーポンで購入可能な絵本が追
加となり、多くの絵本が購入できるようになりました。

●「読み聞かせ用絵本」が追加となりました

問こども未来課子育て支援係☎㉒８３１７（市役所１階）

おおいた子育てほっとクーポン対象

ISBN978-4-1234-5678

Ｃ8700　　￥1200Ｅ
定価：本体1,200円（税別）

分類コード「Ｃ87」
で始まる絵本が追加
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「ＮＨＫのど自慢」出場者・観覧者募集！
市制80周年記念

純烈 田川寿美

問社会教育課文化振興係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

開場：11時15分　開演：11時50分　終演予定：13時15分
放送予定：12時15分～13時（生放送）<総合・Ｒ１・国際>
【予選会（非公開）】２月13日㈯正午～
　　　　　　　　　　結果発表：17時30分頃

▼とき

▼ところ

※下記以外にも注意事項があります。詳細
はパトリア日田ホームページ又は右記二
次元コードをご覧ください。

※新型コロナウイルス感染症や荒天などの影響によっ
て、公演の中止や内容の変更を行う場合があります。

出場申込方法 ●郵便往復はがき（私製を除く）で申込みください。　締切 12月25日㈮必着

観覧申込方法 ●郵便往復はがき（私製を除く）で申込みください。　締切 令和３年１月12日㈫必着
※入場無料（１歳以上から人数に含む）です。
※転売目的の申込みは抽選対象外とします。また、
売買が確認された場合は入場をお断りします。
※応募情報は抽選結果の連絡のほか、ＮＨＫでは
受信契約者情報との照合、受信料のお願いに使
用することがあります。
※応募多数の場合は抽選します。

問パトリア日田☎㉕５０００
　（平日：午前９時～午後６時　休館日を除く）

【往信表面】 【返信裏面】

日田市三本松
１丁目８番11号
パトリア日田

「ＮＨＫのど自慢」
観覧係

①郵便番号
②住所
③名前

①郵便番号
②住所
③名前
④電話番号
⑤観覧希望人数
　（２人まで）

【返信表面】 【往信裏面】

何も記入しないで
ください（抽選結
果を印刷します）。

また、紙やシール
の貼り付け、修正
液の使用も避けて
ください。

8 7 7 0 0 1 6

※中学生以上で、原則アマチュアの人が対象です。
※中学生は予選会・本選どちらも保護者の同伴が
必要です。保護者の名前と電話番号も記入して
ください。
※グループの場合は、出場者全員（４人まで）の
名前（ふりがな）、年齢、性別、職業を明記の
上、代表者が申込みをしてください。
※応募後の曲目、出場者の変更はできません。
※応募情報は、選出結果の連絡に使用します。
※応募多数の場合は150組程度を選出します。

問ＮＨＫ大分放送局☎０９７‐５３３‐２８００
　（平日：午前10時～午後６時）

【往信表面】 【返信裏面】

（住所記載不要）
ＮＨＫ大分放送局
「ＮＨＫのど自慢」

出場係

①郵便番号
②住所
③名前

①郵便番号②住所
③名前（ふりがな）
④年齢⑤性別
⑥電話番号
⑦職業（具体的に。
　学生は学年、部
　活動等も記入）
⑧歌う曲・歌手名
⑨選曲理由

【返信表面】 【往信裏面】

何も記入しないで
ください（選出結
果を印刷します）。

また、紙やシール
の貼り付け、修正
液の使用も避けて
ください。

8 7 0 8 6 6 0

日田市民文化会館

パトリア日田
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こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

「当たり前」への感謝

　毎年11月23日は「勤労感謝の日」です。「国
民の祝日に関する法律」によると、「勤労をた
つとび、生産を祝い、国民たがいに感謝しあ
う。」と定められています。しかし、日々の忙
しさやストレス等から日頃の感謝の気持ちや思
いやりの心が欠けてしまうこともあるのです。
　例えば、些細なミスや態度が気に入らないな
どの理由から、過剰な謝罪やサービスを要求す
る「カスタマーハラスメント」があります。
　「お客様は神様」という言葉がありますが、
これはサービスを提供する側の心構えのような
ものであって、いくらお金を支払っていると
いっても、対価を超える過剰な要求をして良い
わけではありません。また、本当に「神様」の
ような人であるならば、より寛容に相手に接す
ることができるのではないでしょうか。
　また、新型コロナウイルスの感染が拡大する
中、医療関係者に対する誹謗中傷や、偏見に基
づく差別の問題もあります。
　本来であれば、新型コロナウイルスと最前線
で闘っている医療関係者に対して、感謝はして
も誹謗中傷や、差別などがあってはならないの
です。その他にも、同じ職場で働く仲間に対し
て、立場や関係性を盾に理不尽な要求や非難等
を行う「パワーハラスメント」等の問題もあり
ます。
　普段接している家族や友人、同僚などの人た
ちはもちろんのこと、普段会うことのない、多
くの人たちの手によって、私たちの生活は成り
立っています。しかし、新型コロナウイルスの
終息が見えず、親しい人でさえ気軽に会うこと
が難しい状況の中、普段から接している人でさ
えも感謝の気持ちを伝えることは難しくなって
います。さらに、会ったこともない人への感謝
となると、中々できることではありません。
　せっかくの「国民たがいに感謝しあう」日で
すから、自分の生活を支えてくれている誰かの
「勤労」に「感謝」するのも良いかもしれませ
ん。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

　
副
院
長　
是
松
聖
悟
．
先
生

※
申
込
不
要
で
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き

ま
す
。

問
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院
総
務
課

　
☎
㉔
１
１
０
０

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
）

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

児
童
福
祉
に
熱
意
が
あ
り
、
里
親
等
に
関

心
が
あ
る
人
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
と
き

　
11
月
20
日
㈮　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
４
階　
４
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法　
下
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限　
11
月
19
日
㈭　
午
後
４
時

問
大
分
県
中
央
児
童
相
談
所
里
親
担
当

　
☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
２
０
１
６

　
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
開
催

最
近
物
忘
れ
が
気
に
な
る
等
の
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
お
気
軽
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
11
月
28
日
㈯　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　
花
月
園　
新
館

■
参
加
費　
１
０
０
円

※
申
込
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

秋
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
日
田
の
野
鳥
を

探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
と
き　
11
月
29
日
㈰　
午
前
８
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　
亀
山
公
園

■
集
合
場
所　
亀
山
公
園
駐
車
場

■
募
集
数　
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費　
無
料

■
申
込
方
法　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

※
各
自
感
染
予
防
対
策
を
し
、
マ
ス
ク
着
用
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

水
郷
ひ
た
の
お
宝
写
真

第
３
次
日
田
市
環
境
基
本
計
画
の
策
定
に

際
し
、
残
し
て
い
き
た
い
日
田
市
の
風
景

や
自
然
、
環
境
保
全
に
取
り
組
む
姿
な

ど
、
市
の
環
境
に
ま
つ
わ
る
お
宝
写
真
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
限　
12
月
18
日
㈮

※
応
募
方
法
等
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
又
は
下
記
二
次
元
コ
ー

　
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
企
画
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

お
わ
び
と
訂
正

広
報
ひ
た
10
月
１
日
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

10
ペ
ー
ジ
市
政
情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
「
婚

活
を
応
援
し
ま
す
！
」
の
問
合
せ
「
Ｏ
Ｉ

Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
電
話
番
号

■
問
合
せ
電
話
番
号

誤
…
０
９
７
‐
５
７
８
‐
５
７
７
７

正
…
０
９
７
‐
５
７
８
‐
７
７
７
７

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
に
つ
い
て

　
①
ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

②
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

※
い
ず
れ
も
日
田
市
開
催
分
。

問
①
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
公
共
交
通
・
交
流
係

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

　
②
Ｊ
Ｒ
日
田
駅

　
☎
㉓
２
５
２
８

③
第
一
回
企
業
・
行
政
人
権
啓
発
推
進
員

研
修
会

問
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
啓
発
推
進
係

　
☎
㉒
８
０
１
７
（
市
役
所
別
館
１
階
）

④
前
津
江
町
ふ
る
さ
と
祭

⑤
大
野
楽

問
前
津
江
町
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
☎
53
２
１
１
１
（
前
津
江
振
興
局
）

令
和
２
年
度

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
の
大
分
県
に
お
け
る
イ
ノ
シ

シ
・
シ
カ
の
狩
猟
期
間
は
左
記
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。
山
に
入
る
際
は
、
事
故
防

止
の
た
め
目
立
つ
服
装
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
狩
猟
期
間
（
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
）

　
11
月
１
日
㈰
〜
令
和
３
年
３
月
15
日
㈪

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

都
市
計
画
の
変
更
に
係
る

公
聴
会
開
催

　
日
田
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
に
係
る
素

案
を
縦
覧
し
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
素
案
の
縦
覧
】

■
と
き　
11
月
５
日
㈭
〜
19
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

■
と
こ
ろ　
都
市
整
備
課
（
市
役
所
５
階
）

【
公
聴
会
の
開
催
】

■
と
き　
12
月
３
日
㈭　
午
後
７
時
〜

■
と
こ
ろ　
市
役
所
７
階　
中
会
議
室

■
公
述
申
込
期
限

　
11
月
19
日
㈭　
午
後
５
時

※
公
聴
会
で
意
見
の
申
出
を
希
望
す
る
人
は
、

備
付
け
の
「
公
述
申
出
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
計
画
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
人
（
公
述

人
）
が
い
な
い
場
合
は
公
聴
会
を
中
止
し
、

そ
の
旨
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
が

左
記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。
受

取
は
原
則
予
約
制
で
す
。

■
11
月
の
開
庁
日

・
11
月
５
日
㈭
・
12
日
㈭
・
26
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

・
11
月
29
日
㈰　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
市
役
所
１
階　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の
各
種
証
明
書
等
の
交

付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

国
民
年
金
加
入
の
皆
さ
ん
へ

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
の
途

中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合
で
10

月
１
日
以
降
に
新
た
に
保
険
料
を
納
付
し

た
人
に
は
令
和
３
年
２
月
上
旬
に
同
様
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
手
続
の
際
に
、
こ
の
証
明
書

や
領
収
証
書
等
が
必
要
に
な
る
た
め
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ

イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

11
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日　
11
月
10
日
㈫

※
左
記
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

11
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月

９
月
か
ら
10
月
ま
で
の
児
童
扶
養
手
当
を

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日　
11
月
11
日
㈬

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人
を

対
象
に
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
12
日
㈭　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　
市
役
所
２
階　
２
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限　
11
月
９
日
㈪

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

一
般
公
開
講
座

こ
ど
も
の
医
療
・
保
健
勉
強
会

■
と
き　
11
月
12
日
㈭

　
午
後
７
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ

　
玖
珠
自
治
会
館　
集
会
室
（
玖
珠
町
）

■
演
題　
「
落
ち
着
き
の
な
い
子
、
引
っ

込
み
思
案
の
子
、
聞
き
分
け
の
な
い

子
、
発
達
の
気
に
な
る
子
、
み
ー
ん
な

が
明
日
の
日
本
を
支
え
る
原
石
で
す
」

■
講
師　
大
分
大
学
客
員
教
授

　
中
津
市
立
中
津
市
民
病
院
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熱戦！白球を追って
　９月13日、学童野球大会の予選リーグがＢ＆Ｇ天
瀬海洋センターグラウンドで行われ、市内から９
チームが参加し、熱戦を繰り広げた。グラウンドに
は子供たちの大きな声が響き渡り、はつらつとした
元気なプレーを展開し、日頃の練習の成果を発揮し
ていた。好プレーが飛び出すと観客席から大きな歓
声が上がった。

田んぼを彩る彼岸花
　９月下旬、星払地区の田んぼに、放射状の花を咲
かせる彼岸花の姿が目を引いた。夏の猛暑の和らぎ
が感じられ癒される光景だ。今年は新型コロナウイ
ルス感染症防止のため、多くのイベントが中止と
なっている中、日頃気にしていなかった場所が身近
な観光スポットへと変わり、田んぼを鮮やかに彩っ
ていた。

歴史を感じる橋
　県道673号（小畑日田線）を登って行くと、旧出
野小学校先にある出野大橋の手前を右折して、少し
進むと左手に大きな石橋が見えてくる。これは「田
代橋」と言い、全長20ｍ、橋幅3.6ｍのアーチ橋で
ある。この辺りはかつて金山があり、江戸期から戦
前までは金山経営のため、交通の要所であったとさ
れ、歴史を感じさせる存在となっている。

天瀬

前津江

復旧！益次郎の湯に癒される
　天ヶ瀬温泉街の玖珠川沿いにある共同露天風
呂「益次郎の湯」が復旧した。令和２年７月豪雨に
よって源泉から湯を引くポンプや配管が壊れ、浴槽
にも大量の土砂が堆積したが、ボランティアなどの
協力で復旧作業が進み、温泉を浴槽に張ることがで
きた。久しぶりに入浴した人たちは気持ち良さそう
に温泉を満喫していた。

ほしばらい
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ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

生き物に感謝し、地域の安泰を祈る
　９月22日、生き物に対する感謝の念から、殺生を
戒め、五穀豊穣を願う大原八幡宮仲秋祭（放生会）
が開催された。今年は、新型コロナウイルス感染症
の影響で規模を縮小し、神事と放魚祭のみ行われ
た。橋本宮司は「生き物に感謝するとともに、何よ
りも地域の安泰を祈った。来年は普段通りの祭りを
開催できることを願っています」と語った。

新たなつながり
　10月９日、移住者交流会が開催され、乳幼児から
60代の移住者49人が参加し、鮎や梨など日田ならで
はの食事や会話を楽しんだ。日田弁クイズにも挑戦
し、上位グループには協賛店から賞品が贈られた。
多くの人との新たな出会いを喜び「次回はＢＢＱを
しながらデイキャンプしたい」との声も聞かれ、会
場には笑顔があふれていた。

福祉と健康の推進に感謝
　10月11日、パトリア日田大ホールで第24回市民
健康福祉まつりが開催された。今年は新型コロナウ
イルス感染症の影響によって表彰式典のみの開催と
なったが、受賞者は100人を超え、そのうち満100
歳の表彰では30人が受賞し、過去最多となった。受
賞者に対し、市長から福祉と健康への推進に感謝の
言葉が述べられ、会場から拍手が送られた。

日田

スイーツ列車「或る列車」が日田駅に
　10月２日、ＪＲ日田駅にスイーツ列車「或る列
車」が到着した。今回運行７周年を記念して、豊後
森駅から博多駅までの区間を特別運行された。日田
駅では、水郷ひたキャンペーンレディとたんそうさ
んがお出迎えし、乗客と記念撮影を行うなどおもて
なしを行った。途中通過した天ヶ瀬駅では、通過時
間に合わせて多くの人が手を振って歓迎していた。
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ありがとう！旧鎌手小学校
　11月からの旧鎌手小学校の解体工事に合わせ、清
流自治会の呼びかけで９月19日から22日まで校舎の
一般開放が行われた。9月20日にはキッチンカーも
来場し、校舎を埋め尽くすほどの人で賑わった。訪
れた人の中には同級生と小学生時代の思い出を語り
合ったり、タイムカプセルを探したりする姿も見ら
れ、最後となる母校との別れを惜しんでいた。

秋晴れの大運動会
　９月20日、大山小中学校で秋季大運動会が開催さ
れた。全校児童生徒162人が紅白に分かれ、力強い
競技を繰り広げた。子供たちは、元気いっぱいの姿
で接戦を繰り広げ、観客席からは歓声が上がってい
た。閉会式では児童代表が「練習時間が少ない中、
運動会に向けて頑張ってきた。この経験をこれから
の学校生活に生かしたい」と語った。

夜空を彩る花火大会
　９月５日と19日の２日間、「上津江小さな花火大
会」が開催された。このイベントは各地でいろいろ
なイベントが中止される中、住民に元気を届けたい
という思いから「上津江小さな花火実行委員会」が
大分県の支援を受けて企画したもの。２日間で延べ
200人が来場し、約2,000発以上の迫力のある花火が
打ち上げられた。

稲刈り初体験！
　10月２日、津江小学校５年生の７人が稲刈り作業
を体験した。児童は、地元農家から作業の手順につ
いて一つひとつ丁寧に説明を受けながら、のこ鎌を
使って手刈りした稲をわらで束ね、かけ干しを行っ
ていた。稲刈りは、ほとんどの児童が初めての体
験。児童たちは熱心に作業に取り組み、今では少な
くなったかけ干しの稲刈りを楽しんでいた。

大山

上津江
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ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

お祝い、届けに来ました！
　９月20日、丸蔵地区で敬老の日を祝うため、関係
者が地元の高齢者宅に記念品を届けた。今年は新型
コロナウイルス感染症拡大防止のため、例年のよう
に集う敬老会は中止になったが、高齢者世帯が多い
当地区では、声掛けも兼ねて個別に祝い品を届け
た。訪問を受けた高齢者は「よう来てくれたです
ね」と、嬉しそうに記念品を受け取っていた。

心を一つに安全祈願
　９月16日、鯛生地区にある山神社と金山坑内で安
全祈願祭が執り行われた。農林関係や観光施設の安
全をはじめ、地域の活性化等を毎年祈願している。
中津江村は令和２年７月豪雨で大きな被害を受けた
こともあり、村内から集まった住民たちからは、こ
れからもみんなで心を一つにして乗り越えていこう
と、改めて声が上がっていた。

中津江

みんなで取り組む地域の防災
　９月30日、住民を対象とした防災勉強会を中津江
むらづくり役場が開催した。
　今回は、地域で行う防災活動を支援する市の「体
験型防災プログラム事業」を活用して実施。令和２
年７月豪雨で大きな被害を受けた中津江村では、防
災に対する住民の関心が高く、防災を専門に活動す
るＮＰＯ法人リエラを講師に迎え、延べ74人が参
加した。参加者は「得たことを周りの人にも広め、
みんなで取り組みたい」と話し、災害時に取るべき
行動等についての説明を受けた。また、非常持出品
の実物も紹介され、参加者は実際に手に取って確認
した。
　参加者は「災害後、記憶が新しいうちに勉強でき
てよかった」と話し、地域住民の防災意識が高まる
１日となった。
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大好き図書館！

心の架け橋

　ある会社の社長が、人手不足について社員と話して
いました。この会社では、求人を出してもなかなか人
が集まらない日が続いています。仕事はあるのに人が
いない状況で、社員の負担は大きくなる一方でした。
　そこで、社長が社員に「障がいのある人を雇ってみ
よう」と提案すると、社員は不安気な表情を見
せ、「障がいのある人ってちゃんと働けるのです
か」、「その人の指導に人手がいるようになるんじゃ
ないですか」と話し始めました。一緒に働いたことが
あるのか聞くと「働いたことはないけど、そう聞いた
ことがある」、「障がいのある人と接したことはない
けど、そんな印象がある」とのことでした。
　社長は、障がい者雇用の相談窓口を尋ね、実際に障

社会的障壁～障がい者雇用を考える社長さん～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

障がいへの理解

がい者の働いている事業所等を見学させてもらいまし
た。そして、職場体験や実習の制度を活用し、実際の
職場で社員と一緒に働く機会をつくり、採用を前向き
に検討することになりました。
　障がいのある人が毎日の生活を送る上で、社会の中
には多くの支障が存在します。それを「社会的障壁」
と言います。社会的障壁には、事物・観念・制度・慣
行の４つがあり、今回の事例は、障がいのある人に対
する偏見などの「観念」に当たります。社長は、偏見
や先入観に捉われず、相談や見学などを通して雇用で
きるか判断を行いました。
　皆さんの中に、社会的障壁はありませんか。もう一
度考えてみましょう。

新刊情報
ＡＩ時代を生き抜く
プログラミング的思考が身につくシリーズⅠ
土屋誠司／著　　
創元社

第１巻のテーマはＡＩ(人工知能)。その歴史
や問題点を踏まえつつ、人工知能がもつ主要な５つのはたら
き「知識」「推論」「探索」「分類」「学習」について学ぶ。

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　11月14日㈯　
　午後３時～
　11月28日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

図書館の仕事、体験してみませんか？
　図書館では「図書館ボランティア」と「選書モニター」
を募集しています。

　 「図書館ボランティア」とは
　書架の整理や本の修繕・整備、図書館内外の環境美化
作業や本の読み聞かせ等、様々な作業をしています。図
書館ボランティアは随時募集しています。

 　「選書モニター」とは
　書籍販売会社から図書館に配送された本の中から、購
入することが適当と思われる図書を選書しています。選
書は、図書館が開館している日であればいつでもできま
す。
■モニター期間　令和３年３月31日㈬まで
■申込期限　11月30日㈪

　図書館ボランティア及び選書モニターの申込みは図書
館の窓口で受け付けています。興味のある人はお気軽に
お問い合わせください。
※新型コロナウイルス感染症対策として、選書時間をできるだ
け短時間でお願いします。

来館者の皆さんへお願い
・自宅で検温し、熱などの風邪症状がある場合は来館を
ご遠慮ください。
・手指の消毒、マスクの着用、咳エチケットで飛沫感染
防止にご配慮ください。

開館時間やサービスの内容は状況によって
変更になる場合があります。詳細は、右記
二次元コードから確認、又は図書館にお問
い合わせください。

土日 月 火 水 木 金
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地域おこし協力隊活動⑲
地域を盛り上げます！ 今回は天瀬地区で活動している吉良さんを紹介します！

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｊ
Ｉ
Ｎ

―
日
田
の
輝
き
人
を
紹
介
し
ま
す
―

　「“食”で天瀬の町おこし」を目標に、令和元年７月から天
瀬地区の地域おこし協力隊になりました吉良将太です。日田
市出身で昭和学園の調理科を卒業後、12年間東京や福岡で調
理の勉強をした後、日田に帰郷しました。活動としては、温
泉熱を利用し低温調理方法でローストビーフを作ったり、天
瀬にあるシャインマスカットなどのたくさんの特産品を使っ
てお土産品開発などを行っています。また、７月の災害では
多くの人から支援していただき、ありがとうございました。
地域の人たちやボランティアの人たちと一緒に復興に向けて
活動を行っています。一日も早く温泉街が復興することを願
いながら、元の天瀬の良さを残しつつ、さらに良くなった天
瀬にできるよう、これからの活動も頑張っていきたいと思い
ますので、よろしくお願いします。

日
田
の
面
白
い
を
動
画
で
配
信
。

気
軽
に
出
演
で
き
る
番
組
づ
く
り
。

今
号
は
、
日
田
市
の
人
・
モ
ノ
・
コ
ト
の
動
画
配
信
を
行
っ
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｂ
Ｙ 

日
田
」
の
本
野
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｂ
Ｙ 

日
田
と
は
？

　
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｂ
Ｙ 

日
田
に
は
、

「
日
田
に
お
る
（
居
る
）
ば
い
」

「
日
田
に
は
良
い
も
ん
面
白
い

も
ん
が
あ
る
ば
い
」
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
市
内

の
人
・
モ
ノ
・
コ
ト
の
情
報
を

動
画
で
届
け
る
活
動
を
し
て
い

る
。
　

現
在
、
５
人
ほ
ど
の
メ
ン

バ
ー
で
運
営
し
て
お
り
、
毎
月

第
一
週
目
の
火
曜
日
に
配
信
。

２
０
２
０
年
10
月
ま
で
に
80
本

の
動
画
を
配
信
し
て
い
る
。

◆
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け

　

日
田
に
は
、
人
、
環
境
、
モ

ノ
な
ど
の
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
全
国
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
、
本
野
さ
ん
が
仲
間

に
声
を
掛
け
、
２
０
１
４
年
か

ら
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
な
ら
ぬ
フ

リ
ー
番
組
と
し
て
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
だ
。
メ
ン
バ
ー
は
和

気
あ
い
あ
い
と
し
な
が
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
、
現
在

は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
活
用

し
て
、
お
店
や
人
の
紹
介
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
を
行
っ
て

い
る
。

　

観
光
祭
で
の
花
火
の
様
子
や

祇
園
山
鉾
の
集
団
顔
見
世
な
ど

を
配
信
し
、
市
外
に
住
む
日
田

出
身
の
人
や
海
外
か
ら
も
コ
メ

ン
ト
が
届
く
な
ど
、
市
内
に
留

ま
ら
ず
、
全
国
、
海
外
か
ら
の

視
聴
も
あ
る
。

◆
気
軽
に
出
れ
る
番
組
と
し
て

　

日
田
に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力

が
あ
る
が
、
地
域
の
様
々
な
情

報
を
届
け
た
い
と
考
え
て
い
る

た
め
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
だ
け

で
な
く
、
近
所
の
イ
ベ
ン
ト
や

地
域
性
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
告

知
も
行
っ
て
い
る
。
「
地
域
の

ち
ょ
っ
と
面
白
い
人
の
紹
介
な

ど
、
番
組
だ
か
ら
と
構
え
ず
に

気
軽
に
使
っ
て
も
ら
え
る
媒
体

と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

本
野
さ
ん
は
語
っ
た
。

吉良将太さん
しょうた

僕たちの番組で、日田の情報を出し
てみたい人を募集しています。興味
がある人は下記にお問い合わせくだ
さい。
問ＡＬＬ ＢＹ 日田（本野）
　☎０９０-８７６６-５８７２

▲復興支援を行う吉良さん
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（令和２年９月30日現在） 

■人口　
　64,112人
　（前月比－89人）
・男　30,369人
・女　33,743人
■世帯数
　27,416世帯

　★せいまお兄さんとあそぼう！
　11日㈬　11:00～
　お話し会　
　12日㈭　11:00～
　26日㈭　11:00～　
　★リズムの日
　17日㈫　11:00～　 
　★音あそび（療育事業）
　27日㈮　11:00～

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設11月の主な催し　　

天瀬児童館　☎57８９２２

●お話し会
　　11日㈬　15:30～
　　13日㈮　10:30～
　クリスマスツリーを飾ろう
　26日㈭　10:30～
　プラバン作り　
　28日㈯　10:30～11:30

大山児童館　☎52２９０１

　編み物制作
　14日㈯　10:30～
　粘土遊び
　18日㈬　10:30～
　お話し会
　25日㈬　10:30～
　

まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●お誕生会
　10日㈫　10:00～12:00
●せいまお兄さんとあそぼう！
　13日㈮　10:00～11:00
●ランチｄａｙ
　19日㈭　10:00～12:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

●ベビーマッサージ
　７日㈯　10:00～10:30
※バスタオル持参。予防接種後24時
間以内は参加できません。

★あそびＤＥアート（陶芸）
　10日㈫　９:45～　※限定６人。材料費1,000円。
★世代間交流～豆田散策～
　13日㈮　10:00～
※限定10世帯。

★ベビーマッサージ
　５日㈭・19日㈭　10:00～11:00
★ママヨガ
　11日㈬　10:00～11:00
★カレンダー作り
　12日㈭　10:00～11:00
●お誕生会
　26日㈭　10:00～11:00
※誕生者は９:45までに来てく
　ださい。

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

★わらべうたベビーマッサージ
＆ファーストパパママクラブ
　12日㈭　13:30～15:00
★プレママクラブ
　18日㈬　13:30～15:00
★お誕生会
　20日㈮　11:00～
★親子エクササイズ
　25日㈬　10:30～

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

乳

乳

乳

乳

乳

乳

小

小

乳

乳

小

新型コロナウイルス感染症の影響で内容が変更
する場合があります。詳細は市ホームページ
（右記二次元コード）から確認してください。
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　１月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　1２月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

Happ y
B i r t h d a y

月生まれ11
元気な日田っ子集まれ！

小田絢斗ちゃん
（１歳・港町）

黒木彩葵ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

日野咲和ちゃん
（１歳・三芳小渕町）

穴井琴葉ちゃん
（２歳・新治町）

多久直杜ちゃん
（３歳・天神町）

森塚千晴ちゃん
（３歳・新治町）

三苫橙子ちゃん
（２歳・若宮町）

南 凛ちゃん
（２歳・玉川３丁目）

さ わ

ゆ き

そ ら
後藤 匠ちゃん
（１歳・南友田町）

あやとあおい たくみ

とうこ りん
中川結稀ちゃん
（１歳・財津町）

ちはな

野田空良ちゃん
（１歳・清水町）

かんき
武石寛生ちゃん
（１歳・北友田１丁目）

妊娠中から子育ての記録、地域の情報まで家
族皆さんでの子育てをサポート！
お子さまに合わせた予防接種スケジュールを
自動で作成し、接種日が近づくとプッシュ通
知でお知らせします。
登録は無料です。是非、ご活用ください。

■日田市子育て支援アプリ「ひたんこナビ」■

二次元コードからダウンロード！

伊藤 紬ちゃん
（２歳・田島２丁目）

佐藤千花ちゃん
（１歳・前津江町柚木）

つむぎ ことは
窪田結斗ちゃん
（３歳・清岸寺町）

なおと ちはる ゆいと
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